
広報かでな

▲fン∠ウニ∴：■－－帯び（β1

日一与1－を・ニ鴨と▲｝／沌寸仁∵Zul馬丁29÷造」÷ユリ
l柑TU軒ヰI年忌【川】ウニも■【h宵に■）ヰ雪盲汚こ／レJfく祖♯〉

》㍗寸土こ‡乱仙川　■tP】、御

厨’＝1、1日」、裾昔二二Z、H Z、用÷‾t　く鮒刑柑側〉

望

昭和57年10月1日

感‰ダー
月　日l　行　　事　l時間lq所 

10月 
15日㈱ �3　才6　カ月児t鯵 �13：30－15 ��∞ �中央公民血 

相月仰 �安　　産　　学　　績 �13：3〇・一16 ��30 � 

卸日帥 �D．P．T予防擁糧 �13：00■－11 ��30 � 

22日拙 �1才16　カ月児t鯵 �13：00・－14 ��00 � 

258的） �安　　産　　学　　級 �13：30～16 ��30 � 

271】帥 �薫　区　▲　団　檎　鯵 �9：30・－16 ��00 �★区自治会 

11月 
28的 �西　浜　区　▲　団檎鯵 �9：30～16：00 ���西浜区自治会 

4日的 �母子保徽推正月舎 � ���中央公民館 

6日也 �インフルエンザ（＝回目） �13：00・－16 ��00 � 

10日㈱ �D．P．T予防捜穫 �13：仰～13 ��30 � 

128㈱ �乳児用験及び暮乳暮東野 � ��� 

13日仕） �インフルエンザ（1回日） �13：00－14 ��：00 � 

け日㈱ �★区モレ暮団t鯵 �9：3〇・一16 ��00 �薫区自冶金 

20日出 �乳　児　一　般　書　鯵 �13 �00・－15；00 ��中央公民館 

24月㈱ �ポリ　オ　予　防捷穫 �13 �00～13：30 �� 

25別ボ �西浜区モレ▲団t鯵 �9：30－16 ��00 �西浜区自治会 

2引日錮 �1才　6　カ月児t捗 �13 �00・－1 �：00 �中央公民館 
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9月18の人口

青
段
を
目
指
し
て

出
■
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹
　
へ
臨
書
解
答
）
‖
1
の
ト
ヒ
が

自
先
■
死
　
二
一
千
ま
て
　
　
リ
ー
の
■
に
べ
る
へ
小
一
叶
で
‖
卜

●

ヒ

ン

ト

・

・

h

H

十

ク

丁

右

一

日

で

T

ン

ノ

ブ

ン

」
一
．
1
■
．
■

出
■
　
∧
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
龍
力
量
緩
ハ
ト

！

′

ヰ

▼

さ

し

ま

す

5
分
で
初
段
、
川
分
で
2
鰻

－
　
い
ノ
　
　
　
　
〓
八

三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

⑳
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

缶
　
h
ハ
日
．
日
、
学
帽
良
．
．
．
〔
轟

地
の
伊
波
ス
エ
さ
ん
よ
り
、
般
伊

波
直
澗
氏
の
香
典
返
し
と
し
て
、

町
杜
会
福
祉
随
感
ヘ
ム
へ
．
■
卜
〃
日

の
ご
寄
附
が
ご
さ
い
ま
し
た

六
日
．
日
、
乎
嘉
手
納
h
h
．

番
地
ノ
．
の
ヤ
良
専
惜
氏
よ
り
、

お
父
さ
ん
平
良
専
豊
氏
の
生
年
祝

い
を
ぶ
念
し
、
町
杜
へ
ぷ
福
祉
協
慮

会
へ
卜
万
日
の
こ
寄
附
が
ご
ざ
い

ま
し
た

田
　
し
‖
－
四
日
、
字
嘉
手
納
丘
四

八
番
地
ノ
四
の
浜
元
朝
多
氏
よ
り
、

故
浜
元
初
江
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
慮
会
へ
ト

ガ
円
の
ご
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

缶
　
L
‖
卜
九
日
、
字
屋
良
し
六
番

地
ノ
　
の
常
山
次
雌
氏
よ
り
、
故

恐
山
鉄
蔵
氏
の
香
典
返
し
と
し
て
、

町
社
会
鮎
祉
協
議
会
へ
丘
が
円
の

ご
寄
附
が
ご
さ
い
ま
し
た

臨
　
七
日
▲
．
卜
二
日
、
徳
里
幸
枝
さ

ん
　
議
事
融
小
凹
牛
）
　
と
幸
地
政

f
さ
ん
　
へ
藁
手
納
小
巳
年
）
よ
り
、

拾
得
金
一
万
一
二
千
円
が
町
社
会
恕

祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
が
ご
ざ
い
ま

した。

田
　
ヒ
月
二
卜
九
日
、
字
嘉
手
納
三

L
番
地
ノ
■
の
伊
波
栗
氏
よ
り
、

故
伊
波
糎
√
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
絨
祉
協
濾
会
へ
卜

〃
日
の
こ
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

巴
　
九
日
卜
■
．
日
、
艮
志
川
直
幸
衷

里
．
．
川
番
地
の
山
猿
璃
∴
代
よ

り
拾
得
金
。
．
千
日
が
町
托
ヘ
ム
福
祉

協
議
会
へ
こ
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し

た
む
　
九
日
卜
■
．
日
、
普
久
隙
粥
治
君

（
最
良
小
川
隼
）
　
よ
り
、
拾
即
金

一
万
丘
付
目
が
町
社
会
如
祉
協
議

会
へ
ご
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
「

田
　
九
日
．
．
卜
E
H
、
嘉
手
納
∵
ぷ

谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
か

で
な
ま
つ
り
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
で
の
成
し
金
卜
万
日
が
、

町
社
会
恕
祉
協
議
会
へ
し
寄
附
が

ご
ざ
い
ま
し
た

由
　
九
＝
二
巨
L
U
、
字
痛
手
納
．
▲

八
六
番
地
の
古
聖
瞞
克
氏
ご
兄
弟

よ
り
、
お
吋
さ
ん
占
堅
カ
マ
ル
さ

ん
の
米
＃
祝
い
の
簡
素
化
を
囲
り
、

町
育
英
会
、
町
社
ヘ
ム
福
祉
協
濾
会
、

町
身
体
陀
骨
‖
者
福
祉
協
凛
会
へ
各

々
卜
万
円
の
計
二
卜
万
円
の
ご
寄

附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。



広報かでな

缶勤唱⑭揖・Q鹿町Q赤い羽根
募金目標324万500円
＝古宇態1㌔彦左智誓書：二二コ

昭和57年10月l H

老後の生きがいを求め
◎町老人クラブ展示即売会◎

▲約千点の作品が会増いっlれ1に展示された
（9月8日・中央公民n）

東区婦人チームが優勝
◎家庭婦人ソフトボール大会◎

広報かでな

町遺族会チーム初優勝
◎遺族連合会ゲートボール大会◎

▲初優勝にすく町遺族会鼻■人鬱の嘗さん
（9月8日・いこいの広】■）

▲北区チーム対西浜区の準決勝（9月18日・暮小グランドl

－7－

「
や
さ
し
さ
を
R
人
に
、
あ
な
た
の
胸
に
赤
い
羽
根
を
〃
」

－
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
社
会
福
祉
協
離
合
で
は
、
昭
和
五

十
七
年
度
共
同
募
金
日
揮
積
を
三
二
四
万
五
百
円
芦
別
募

金
＝
一
七
〇
万
三
千
五
百
円
、
大
口
募
金
＝
五
八
万
七
千
円
、

■
犠
募
金
＝
五
十
万
円
、
学
校
募
金
－
－
五
万
円
）
と
定
め
、

町
社
会
禰
祉
協
場
合
、
自
治
会
、
民
生
委
員
、
♯
入
会
等
を

中
心
に
、
し
あ
わ
せ
の
輪
を
広
げ
る
赤
い
羽
根
共
同
書
金
運

勤
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
■
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
　
　
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合

根
の
「
共
同
等
金
運
勤
」
が
始
ま
り
　
い
桶
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

ま
す
。

手
で
、
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生

赤
い
羽
霊
共
同
募
金

活
の
向
上
を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活

動
に
必
要
な
資
金
を
拠
め
る
も
の
で

す。
こ
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤

い
羽
根
は
、
㈹
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
助
け
人
目
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
を
表
し
た
も
の
で
す
が

古
く
は
、
あ
の
ロ
ビ
ン
フ
ノ
ト
も
〝

正
義
と
勇
気
”
の
し
る
し
と
し
て
帽

子
に
つ
け
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

共
同
等
金
運
勤
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
二
十
二
年
に
産
声
を
し
げ
て

以
来
、
今
隼
で
．
∴
十
六
回
目
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
尊
意

の
お
金
は
約
千
ヒ
百
四
卜
二
億
日
に

も
上
り
、
老
人
福
祉
、
心
身
陣
適
者

福
祉
、
児
童
福
祉
、
地
域
福
祉
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
社
会
福
祉
宜
正
美
や
ゼ

生
保
應
葡
史
を
進
め
る
た
め
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨

隼
は
全
日
で
百
八
卜
圧
曜
日
に
卜
る

寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
．

今
年
度
は
、
比
ハ
川
躯
金
運
勅
発
足

・
．
卜
丘
周
串
に
り
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
古
人
と
昭
里
日
石

の
生
き
が
い
対
策
の
た
め
の
空
目
扶

通
特
別
配
分
が
行
わ
れ
ま
す

や
さ
し
さ
を
隣
人
に
　
－
　
今
隼
も

あ
な
た
の
陶
に
赤
い
羽
根
を
′

沖
縄
県
の
、
昨
年
の
共
同
募
金

は
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

配
分
総
痴
　
〓
0
0
％
）

∵
ハ
九
、
四
六
二
、
＝
一
丘
二
．
H

●
　
身
体
障
巧
者
・
老
人
ホ
ー
ム
な

と
の
民
間
福
祉
施
般
克
美
の
た
め

に。…
…
川
四
、
八
四
四
、
一
七
六
円

（
一
－
十
六
、
五
％
）

●
　
す
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
の
福
祉
活
動
汁
と
し
て

…
…
九
七
、
〇
一
八
、
一
七
ヒ
円

（
五
十
七
、
二
％
）

●
　
そ
の
他
全
般
的
福
祉
事
業
推
進

費
と
し
て

…
…
∴
し
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

（
十
六
、
三
％
）

嘉
手
納
町
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

度
は
ハ
同
募
金
は
二
、
九
〇
三
、
六
∴

二
円
の
す
ぼ
ら
し
い
冥
綿
を
納
め
、

左
川
の
よ
う
に
快
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
遺
族
連
へ
日
へ
、
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
入
会
が
、
九

月
L
H
・
八
日
の
両
日
、
奥
武
山
階
1
二
競
技
場
サ
ブ
ブ
ラ

ン
ド
で
二
∵
ト
㌧
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
′
行
わ
れ
、
房
下
納
町

道
既
述
へ
．
1
会
チ
ー
ム
が
決
膵
戦
で
れ
應
チ
ー
ム
を
－
丘
対

九
と
下
し
、
初
饅
勝
を
か
ぎ
り
ま
し
た

こ
の
人
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
指
を
通
じ
外
車
町
村

追
放
会
臼
と
の
交
歓
を
行
い
会
い
粛
正
の
親
睦
を
深
め
健

嬢
増
進
と
組
成
感
化
の
た
め
に
開
い
て
い
る
入
会
で
す

町
遺
族
会
チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
老
人
ク
ラ
ブ
で
節
え
上

げ
た
腕
ま
え
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
∴
叩
戦
の
伊
江
付
を

－
一
対
し
、
二
回
戦
与
耶
偵
町
を
卜
丘
対
九
、
．
．
回
戦
前

谷
村
を
1
．
対
九
、
準
決
惜
賊
の
旧
コ
ザ
市
を
卜
九
対
円
と

ド
し
、
決
瞞
戦
で
は
あ
詣
市
チ
ー
ム
を
圧
倒
し
粗
慢
晒
し

た

「
趣
味
の
作
品
展
・
お
年
寄
り
の
幸
せ
を
砧
め
よ
う
」

－
と
、
第
九
回
痛
手
納
町
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
即
売
会

が
、
九
日
八
日
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
、
多
く

の
参
観
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
展
ホ
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
払
い
、
人
生
経

験
を
生
か
し
日
ご
ろ
丹
梢
こ
め
て
作
っ
た
も
の
を
展
一
小
す

る
こ
と
に
よ
り
、
を
後
の
暖
か
な
生
活
の
別
造
と
地
域
住

民
の
老
人
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
特
に
持
な
つ
か
し
い
バ
ー
キ
や
手
ま
り
な

ど
の
民
芸
品
や
モ
つ
く
り
の
人
形
、
盆
栽
、
生
花
、
＃
道
、

農
腫
物
や
加
工
品
な
ど
が
鱒
小
さ
れ
、
∴
O
L
人
の
作
品

一
千
点
余
が
会
場
狭
し
と
展
示
さ
れ
参
観
者
の
日
を
華
し

ま
せ
た
。

町
救
再
春
日
会
主
催
に
よ
る
、
第
卜
一
回
各
区
対
抗
女

鹿
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
が
、
九
日
卜
八
日
午
後
L
帖

か
ら
、
準
決
塀
、
決
勝
戦
の
二
．
武
人
＝
が
行
わ
れ
、
北
区
チ

ー
ム
対
東
区
チ
ー
ム
の
間
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
．
卜
対

二
の
人
差
で
東
区
如
人
チ
ー
ム
が
律
晒
し
た
∪

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
豪
事
や
子
供
の
世
鹿
に
お
わ
れ
、

運
動
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
官
艇
婦
人
を
対
象
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
を
通
じ
て
各
区
如

入
会
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
連
滞
恩
威
の
高
揚
を
図
る
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
√
供
づ
れ
の
お
父
さ
ん
方
が
多
く
兄

う
け
ち
れ
、
珍
プ
レ
ー
や
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
さ
か
ん
な

声
援
が
お
く
ら
れ
、
豪
族
総
出
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
を

楽
し
ん
で
い
た
。
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総合康勝東区体協支
ここ竺莞誌笥記聖二コ

（9月26日・町立総合■地場）

昭和57年10月1日

57年大会新記錦

種　　　目 �大会喜己錮 �大会新富己録 �氏　　名 

100m　　　30　代 �ll秒8 �11秒6 �知　花　久　別 

400m　　　一般女 �l分15秒0 �1分は秒0 �知　花　良　子 

l．500m　　30　代 �4分55秒2 �4分50秒4 �玉　城　　進 

10．000m　　フリー �37分58秒2 �36分27秒6 �f尭辺名和一 

砲　丸　投　婦　人 �8m00 �8m04 �知花千恵子 
〃　　　30　代 �10m75 �llm29 �知　花　久則 

円　盤　摸　婦　人 �22m78 �23m90 �上　地　絹代 

ハンマー投　フリー � �柑m72 �西　平　守正 

昭和57年10月1日

▲吉浜町長から書状を受ける地膚暮子さん相月14日ヰ央公民血）

ク口車とハイビスカスはお元気ですか

⊂＝莞完話芸琵謂＝コ

▲昨年の都市線化コンクールで県知事Tを受けた屋良城跡公園（56年5月）
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男
子
・
一
位
－
西
浜
区

一
．
位
・
・
・
東
区

一
二
位
－
西
区

女
千
・
一
位
－
酉
浜
区

．
一
位
－
酉
区

三
位
・
・
・
東
区

昭
和
五
十
七
年
度
全
体
総
合
成
■

．
位
卜
射
区
　
（
八
二
・
正
長
）

∴
位
・
・
西
区
　
（
L
L
・
丘
点
）

三
位
・
・
西
浜
区
　
（
L
L
．
丘
点
）

四
位
・
・
北
は
　
（
し
ハ
〇
・
〇
点
）

丘
位
　
南
区
　
　
（
丘
八
・
五
点
）

し
ハ
位
　
中
区
　
（
九
丘
・
正
真

L
位
　
卜
区
　
（
嬰
．
・
五
卓

体
育
指
導
員
研
究
大
会
で
表
彰

嘉
手
納
町
体
育
協
会
二
比
嘉
朝
盛

会
長
）
　
で
は
、
九
日
二
卜
六
日
、
町

立
擬
人
口
運
動
場
に
お
い
て
各
区
対
比

体
育
大
会
の
最
終
種
目
で
あ
る
、
第

三
十
五
回
陸
上
脱
柁
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
は
、
秋
晴
の
下
で
各
種
目
」
に

わ
た
り
熱
織
が
展
開
さ
れ
、
大
会
忍

錦
が
八
種
目
　
（
男
子
五
・
女
子
．
こ

更
新
さ
れ
た
。
特
に
男
子
一
〃
メ
ー

ト
ル
で
は
西
浜
区
の
餞
辺
名
知
」
選

手
が
十
八
年
ぶ
り
に
安
里
鎖
稟
應
手

（
旧
十
一
区
）
　
の
も
つ
大
会
記
録
を

一
分
二
卜
秒
L
ハ
更
新
し
た
。
重
た
、

．
．
1
．
代
百
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
も
知

佗
久
別
選
手
が
渡
哩
次
企
粟
道
子
の

記
録
　
（
第
．
▲
卜
．
一
．
川
入
会
）
　
の
－
．

秒
八
を
0
、
二
秒
更
新
し
た
L

ま
た
、
開
会
式
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
り
扁
平
納
町
ス
ポ
ー
ツ
非
の

発
展
に
尽
力
し
、
そ
の
功
綿
が
踊
署

で
あ
る
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
に

徳
里
政
噸
氏
、
奥
岡
清
次
氏
、
佗
城

陸
氏
、
僅
秀
競
技
者
に
照
屋
行
雄
氏

の
四
氏
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た

第
三
十
五
回
陸
上
競
技
大
会

「
体
育
指
櫛
委
員
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
尺
、
力
さ
れ
顕
著
な
成
裏

を
あ
げ
た
」
　
と
、
比
戯
健
推
氏
　
（

嘉
手
納
町
体
育
指
導
番
目
）
　
の
功
綿

が
〃
仙
め
ら
れ
、
九
日
四
日
艮
ぷ
川
村

役
場
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
第
二
卜

回
沖
縄
県
体
育
指
禅
香
り
研
究
入
会

で
衣
彰
を
受
け
ま
し
た
し

こ
の
表
彰
は
村
会
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
健
乍
な
押
及
お
よ
び
発
展
に
貢

献
し
た
沖
縄
県
の
体
育
指
導
番
目
及

び
役
目
が
L
隼
以
し
そ
の
職
に
あ
っ

て
、
梢
に
そ
の
功
緋
が
苦
し
い
も
の

に
対
し
昭
ら
れ
る
も
の
で
、
今
勺
は

六
名
の
〃
が
長
彬
さ
れ
ま
し
た

比
嘉
健
姓
氏
は
現
在
、
町
民
の
体

育

、

ス

ポ

ー

ツ

、

レ

ク

レ

エ

ー

シ

コ

ン
の
指
導
美
梢
に
参
画
し
、
特
に
牡

牛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
、
町
走
ろ

う
会
の
指
導
に
献
身
的
に
尺
・
力
さ
れ

て
い
る
　
ま
た
、
小
畑
地
区
体
面
鹿

沼
番
目
協
議
会
理
車
と
し
て
も
中
頭

地
区
の
体
育
指
導
委
口
の
資
質
の
向

1
二
を
図
り
小
畑
地
区
の
社
会
体
育
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
に
あ
っ
て
は
住
民
と
の
係
り
あ

い
を
大
切
に
し
絶
え
ず
住
民
の
体
育

ス
ポ
ー
ツ
に
寄
せ
る
閥
侍
と
関
心
を

掌
握
し
な
が
ら
、
行
政
施
策
に
返
峡

さ
せ
よ
う
と
荷
に
社
会
体
育
向
上
に

兵
制
に
取
り
組
む
姿
勢
は
体
育
指
導

委
口
の
膜
範
的
存
在
で
あ
り
高
く
評

価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

l
表
彰
状
を
受
け
る
比
嘉
磯
雄
氏

八
九
月
向
日
・
l
志
川
村
役
疇
）

よ
く
見
よ
う
・
人
は
車
を
・
車
は
人
を

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

町
交
通
安
全
推
進
協

「
あ
ぶ
な
い
よ
・
な
れ
す
ぎ
た
道

路
の
・
ふ
ざ
け
っ
こ
」
、
「
よ
く
見

よ
う
・
人
は
車
を
・
車
は
人
を
」
－

と
、
嘉
手
納
町
交
通
安
全
推
進
脇
濾

会
　
（
吉
浜
朝
永
会
長
）
　
で
は
、
九
日

十
四
日
、
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

た
秋
の
交
通
安
全
推
進
協
膿
会
に
お

い
て
、
昭
和
五
十
ヒ
牛
暖
の
交
通
安

全
横
顔
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
に
対

純
粋
さ
、
協
調
丑
、
構
成
の
h
ハ
点
に

つ
い
て
賦
し
い
審
査
が
行
わ
れ
、
各

部
門
別
に
会
長
浦
川
∵
点
、
賢
察
署
長

廿
二
点
、
人
選
五
点
、
佳
作
一
．
巨
点

が
遡
岨
さ
れ
、
－
。
‖
浜
会
長
か
ら
常
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
′

＃
語
の
部

会
長
t
 
l
与
謝
正
人
　
衰
小
h
ハ
中

書
鼻
雷
　
入
城
　
捗
　
劇
小
一
．
．
隼

入
　
選
　
浜
里
拓
、
古
劇
と
し
ろ

う
、
‖
糊
あ
ゆ
み
、
草
地
正
、

伊
佐
英
痩

佳
　
作
　
仲
村
ゆ
き
み
、
叉
L
日
経

川
、
新
山
．
咽
‥
　
山
城
玲
√
、

福
地
亮
太
、
に
那
脳
め
ぐ
み
、

餃
波
担
、
仲
村
え
り
√
、
伊
波

琴
路
、
城
間
拍
了
、
山
人
端
泉
、

に
城
秀
剛
、
知
念
美
加
代
、
浜

止
別
．
邸
、
仲
川
ゆ
き
の
、
長

城
神
職
、
我
那
覇
真
山
美

ポ
ス
タ
ー
の
部

会
長
★
　
池
原
踵
√
　
局
中
．
隼

手
長
★
仲
宗
根
み
の
り
戯
小
六
隼

入
　
選
　
川
仲
勇
、
占
劇
尚
巳
、

宮
城
用
√
、
山
内
捏
／
、
揖
袋

綾
佳
　
作
　
津
堅
車
柏
、
高
良
幸
雄
、

浜
里
拓
、
知
念
睦
′
、
池
原
此

√
、
仙
川
r
I
央
、
崎
浜
秀
や
、

薄
皮
名
朝
粥
、
新
山
．
み
か
、
恕

地
成
人
、
古
謝
蚕
広
、
古
劇
胡

入
城
治
樹
、
に
城
相
磯
、
松
揖

用
√
、
金
城
睦
邦
、
与
那
加
音

次
、
上
原
奈
津
√
、
畠
袋
悪
、

●－　LU』射手
U

「
都
市
に
緑
と
公
l
朗
し
、
「
緑
で

つ
つ
む
健
康
な
街
」
　
を
フ
ロ
ー
ガ

ン
に
、
卜
日
は
乍
南
川
二
巾
に
都
市
緑

化
日
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
で

は
緑
豊
か
な
竹
浦
環
境
を
確
保
す
る

ね
公
園
の
整
備
、
街
路
樹
の
設
椚
、

緑
地
の
確
保
を
梢
掩
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
ノ

近
牛
多
く
の
ガ
が
、
緑
地
や
公
l
劇
、

‖
然
景
釦
が
私
通
の
日
常
竹
浦
に
お

よ
は
す
巾
要
件
に
つ
い
て
の
〃
仙
晶
が

高
ま
り
、
宅
地
建
物
を
含
め
た
都
ポ

全
体
の
緑
化
運
動
が
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
■
り

町
で
は
、
町
民
の
緑
化
に
対
す
る

要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
、
痛
手
納
町

を
緑
と
花
で
美
し
い
生
活
用
嶋
を
つ

く
ろ
う
と
、
去
る
八
日
丘
日
、
町
木

に
コ
ク
タ
ン
、
町
花
に
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
を
決
め
、
き
っ
た
か
で
な
ま
つ
り

に
お
い
て
そ
の
苗
木
の
無
料
配
布
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
民
が
町
木
・
町
化
を
愛
し
育
て

て
、
町
の
‖
然
、
公
園
等
を
人
切
に

し
緑
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
、
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老
後
に
備
え
て
年
金
加
入
は
早
目
に
′

－
　
十
・
十
一
月
は
加
入
促
進
月
間
　
－

人
間
、
若
い
う
ち
は
自
分
の
老
練

の
こ
と
な
ど
考
え
も
し
な
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
今
や
我
が
国
の
平
均

寿
命
は
、
男
子
七
卜
三
、
三
歳
、
女

子
七
卜
八
、
八
歳
と
世
界
鼠
応
を
示

し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
お
年
寄
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
高
齢
化
社
会
が
そ
こ
ま
で
や

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
年
金
な
く

し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

未
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
早
目
に
加
入
し
て
将
来
の
備

え
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

老
齢
年
金
だ
け
が

年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん

「
年
金
」
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き

に
だ
け
代
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
人
が
案
外
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
小
心
に
な
る

年
金
は
老
齢
年
金
で
す
が
、
し
か
し
、

長
い
人
生
に
不
測
の
事
態
は
つ
き
も

の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
で
は
皆
さ
ん

の
良
い
人
生
の
節
々
で
、
ど
ん
な
≠

故
に
あ
っ
て
も
安
心
で
き
る
生
活
を

守
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
年
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

年
金
の
種
類

老
齢
年
金
・
議
書
老
齢
年
金

六
卜
丘
戊
に
な
っ
た
と
き
本

人
に
支
給
。

障
害
年
金
瑞
気
や
け
が
で
不
抜
廃
校
と

な
っ
た
と
き
本
人
に
支
給
。

母
子
年
金
夫
が
死
亡
し
て
丹
√
傑
庭
と

な
っ
た
と
き
座
に
支
拾
し

準
母
子
年
金

父
・
刑
父
又
は
息
√
の
姥
亡

で
、
祖
母
が
係
を
、
姉
が
弟
妹

を
抱
え
る
状
態
に
な
っ
た
と
き

糾
母
又
は
姉
に
支
給
。

遺
児
年
金
父
又
は
吋
の
死
亡
で
孤
児
に

な
っ
た
と
き
√
に
支
給
。

井
♯
年
金
犬
が
老
齢
年
金
を
受
け
な
い

ま
ま
死
亡
し
た
と
き
庚
に
支
給
。

二
十
五
年
は
最
低
必
壷
年
数

「
川
民
年
金
に
は
．
．
卜
丘
年
功
1
人

す
れ
ば
よ
い
」
と
感
適
い
し
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
、
も
し
、
そ
う
思

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
そ
れ
は
人
変

な
間
違
い
で
す
G

こ
の
二
卜
九
年
と
い
う
の
は
、
川

民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め

の
最
低
必
要
年
数
の
こ
と
で
す
、

風
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
加
入

日
本
国
民
は
、
必
ず
何
ら
か
の
年

金
制
塵
に
加
入
す
る
こ
と
が
、
法
律

で
義
務
づ
け
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
二
十
歳
以
上
の
者
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
友
や
大
学
生
な
ど
の

例
外
を
除
い
て
、
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
御
主
人
が
サ
ラ
リ
ー
マ

入
日
、
そ
の
奥
様
は
希
望
す
れ
ば
、
同

民
年
金
に
仙
人
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
川
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
万
一

の
事
故
の
喝
合
、
指
笛
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
」
ハ
十
五
歳
に
な
れ
ば
、
御

仁
人
と
は
別
に
自
分
の
老
齢
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
∬
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
民
慮
同
民
年
金
係
に
お
問
い
入
＝
わ

せ
ド
さ
い
。

ン
で
厚
生
年
金
に
仙
人
し
て
い
る
瑚

董

r

一

■

一

室

一

－

L

7

一

－

一

室

L

「

匪
沖
亀
3
7
年
の
あ
ゆ
み
等
異
巣

復
帰
十
周
年
記
念
行
政
記
録

沖
縄
が
木
上
に
視
帰
し
て
卜
周
牢

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
こ
れ

を
記
念
し
て
写
貢
仏
　
「
沖
縄
二
．
ト
L

隼
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

本
月
は
発
行
以
来
H
k
・
皿
を
望
む
声

が
相
次
い
だ
た
め
、
沖
縄
県
広
報
協

会
が
発
行
．
疋
と
な
っ
て
発
h
皿
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

視
維
な
軌
跡
を
た
と
っ
た
戦
後
．
．
．

卜
L
隼
の
沖
純
の
姿
を
日
で
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
通
は
的
に
追
っ
て

く
る
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
と
…
心
い
ま

す」
職
糊
や
壕
庭
で
木
月
を
稚
ん
に
備

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す。体
　
裁
サ
イ
ズ
　
　
A
凹
版

ペ
ー
ジ
放
－
∵
J
〇
ペ
ー
ジ

収
録
写
真
　
約
瓦
ム
○
輩

定
　
価
千
八
付
目
　
（
送
料
別
．
．
丘
0
日
）

お
問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
県
広
報
協
会
（
県
広
報
擢
内
）

℡
〇
九
八
八
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六
－
．
．
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．
▲
∪

販
売
先
株
式
会
社
　
文
教
囲
膏

へ
現
在
発
克
小
）

豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
郵
便
貯
金
〃

≡
三
十
月
郵
便
貯
金
月
間
≡
ニ

郵
便
局
の
郵
便
貯
金
は
、
明
治
八

年
の
別
業
以
来
身
近
な
貯
苗
と
し
て

広
く
国
民
の
み
な
さ
ま
方
に
ご
利
川

い
た
だ
き
、
預
け
ら
れ
た
貯
金
の
総

額
は
、
全
川
で
ヒ
十
∴
兆
円
、
沖
縄

県
内
に
お
い
て
も
一
∵
一
丘
〇
億
円

を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
肌
か
り
し

た
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
ご
〃
知
で
し
ょ
う
か
。

郵
便
貯
金
と
し
て
お
酌
か
り
し
た

お
金
は
、
大
蔵
省
の
資
金
運
川
部
に

頂
け
ら
れ
財
政
捜
曲
面
の
主
要
な
原

資
と
し
て
各
方
面
へ
融
資
さ
れ
、
住

宅
・
学
校
・
病
院
・
道
路
・
ド
水
道
・

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
・
巾
小
企
業
・

農
林
漁
の
近
代
化
な
ど
、
み
な
さ
ま

の
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
で
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

沖
縄
県
内
で
は
、
県
・
市
町
村
等

に
対
し
て
、
二
一
八
二
億
円
及
び

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
随
を
通
じ
て

中
小
企
業
、
農
林
漁
業
関
係
者
等
に

対
し
て
、
五
、
四
九
一
億
円
の
触
腎

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
の
嘉
手
納
町
で
も
、
」
〇
億

六
、
∵
．
九
〃
日
の
融
草
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
腎
金
に

よ
っ
て
、
役
場
庁
合
及
び
町
艮
会
由

建
段
・
鷹
久
海
浜
公
園
催
備
・
墓
地

公
聞
整
備
等
の
邪
業
が
行
わ
れ
ま
す
．

郵
便
U
で
は
、
こ
の
よ
う
な
郵
便

貯
金
の
働
き
を
広
く
町
比
の
み
な
さ

ま
方
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
関
係

機
関
の
協
力
を
糾
て
毎
隼
卜
日
を

「
豊
か
な
く
ら
し
と
は
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
郵
便
貯
金
日
間
」
と
し
て

P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
こ
の
期
間
中
の
卜
日
．
．
卜

正
目
か
ら
．
．
．
卜
．
‖
ま
で
を
　
「
郵
便

貯
金
週
間
」
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

ご
利
川
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
み
な

さ
ま
へ
感
劇
の
意
を
衣
わ
す
た
め
県

内
の
全
郵
便
局
で
　
「
花
の
椰
√
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
を
行
い
ま
す
n
　
さ
ら
に
、

沖
縄
郵
政
節
理
車
用
所
で
は
卜
日
．
．

卜
九
日
に
那
聞
直
艮
会
餅
に
お
い
て
、

「
郵
便
貯
金
感
劇
の
夕
べ
・
・
さ
と

う
宗
幸
・
洋
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
閲

催
い
た
し
ま
す
い

今
後
と
も
郵
便
貯
金
に
対
す
る
ご

理
解
と
こ
友
接
を
お
顔
い
し
ま
す
U

か
な
り
の
金
納
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

郵
便
U
で
利
√
の
記
入
や
住
所
変

心
、
印
碑
変
更
の
届
け
州
な
ど
を
す

る
と
、
そ
の
時
か
ら
ト
年
間
在
勤
と

な
り
ま
す
へ

な
お
、
化
所
変
更
が
あ
っ
て
も
そ

の
日
届
け
て
い
な
い
と
、
せ
っ
か
く

郵
便
り
か
ら
通
知
再
が
発
送
さ
れ
て

も
β
き
ま
せ
ん
。
住
所
に
変
心
が
あ

）
た
と
き
は
必
ず
届
け
て
お
き
ま
し

ょ

う

□
も
し
、
古
い
通
帳
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
お
り
め
に
郵
便
局
へ
…
…
。
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忘
れ
ら
れ
た

郵
便
貯
金
通
帳
は
あ
り
ま
せ
ん
か

良
い
間
お
金
の
山
し
入
れ
が
な
い

占
い
郵
便
貯
金
通
帳
の
残
り
晶
も
少
な

い
か
ら
と
、
た
ん
す
の
小
に
し
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
通
帳
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

郵
便
貯
金
は
、
机
け
入
れ
や
払
い

戻
し
が
な
い
ま
ま
、
卜
年
間
が
過
ぎ

ま
す
と
、
預
け
主
と
し
て
の
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
か
ら
旬
を
付
け
ま
し

ょ
う
。郵

便
局
で
は
、
郵
便
貯
金
の
利
川

が
な
い
ま
ま
ト
隼
が
過
ぎ
ま
す
と
、

郵
便
貯
金
の
利
用
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
　
l
巧
　
（
催
㍗
膏
）
　
を
貯
金
の
頂
け

七
に
送
り
ま
す
。
そ
の
絶
．
．
ヵ
日
が

過
ぎ
て
も
郵
便
貯
金
の
利
用
が
な
い

と
、
貯
金
の
折
け
主
の
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
。

通
知
乃
が
届
い
た
ら
、
す
ぐ
に
郵

便
局
の
窓
日
へ
ご
相
成
く
だ
さ
い
。

卜
午
前
の
残
高
が
少
な
く
て
も
、
知

ら
ぬ
問
に
ヤ
想
外
の
利
√
が
つ
い
て
、

あ
な
た
の
生
活
と
行
政
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
、
そ
れ
が
行
政
刑
誹
業
務
で

す
し
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
行
政
へ

の
苫
楢
や
要
望
を
聞
き
、
解
決
を
囲

っ
て
く
れ
る
の
が
行
政
相
通
春
日
で

す
。
今
年
も
　
「
親
切
、
て
い
ね
い
、

迅
速
な
窓
日
を
め
ざ
し
て
」
の
統
一

テ
ー
マ
の
下
に
、
卜
月
卜
L
日
か
ら

「
行
政
相
成
適
例
」
が
始
ま
り
ま
す
。

役
所
　
（
図
・
県
・
市
町
村
）
　
の
仕

事
に
つ
い
て
、
処
理
や
説
明
に
納
得

で
き
な
い
、
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ

な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
苦

情
・
相
成
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

こ
う
い
う
相
膜
を
扱
い
ま
す

道
路
・
河
川
・
恩
拾
・
年
金
・

ほ
よ
・
公
書
・
交
通
・
税
金
・
農

地
・
生
活
保
感
・
凝
腐
・
郵
便
・

消
作
者
保
應
な
ど
で
、
相
成
は
無

料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

日

　

時

昭
和
五
十
七
年
上
目
二
卜
一
一
日

午
前
卜
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

場
　
所
町
中
央
公
民
館
　
（
小
会
濾
宅
）

平
日
の
相
蝮
は
こ
ち
ら
へ

劇
手
納
町
行
政
相
成
香
り

氏
名
　
草
地
果
氏

住
所
　
字
水
雀
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電
誠
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二
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四



広報かでな昭和57年10月1日昭和57年10月1日広報かでな

老
後
に
備
え
て
年
金
加
入
は
早
目
に
′

－
　
十
・
十
一
月
は
加
入
促
進
月
間
　
－

人
間
、
若
い
う
ち
は
自
分
の
老
練

の
こ
と
な
ど
考
え
も
し
な
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
今
や
我
が
国
の
平
均

寿
命
は
、
男
子
七
卜
三
、
三
歳
、
女

子
七
卜
八
、
八
歳
と
世
界
鼠
応
を
示

し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
お
年
寄
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
高
齢
化
社
会
が
そ
こ
ま
で
や

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
年
金
な
く

し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

未
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
早
目
に
加
入
し
て
将
来
の
備

え
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

老
齢
年
金
だ
け
が

年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん

「
年
金
」
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き

に
だ
け
代
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
人
が
案
外
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
小
心
に
な
る

年
金
は
老
齢
年
金
で
す
が
、
し
か
し
、

長
い
人
生
に
不
測
の
事
態
は
つ
き
も

の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
で
は
皆
さ
ん

の
良
い
人
生
の
節
々
で
、
ど
ん
な
≠

故
に
あ
っ
て
も
安
心
で
き
る
生
活
を

守
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
年
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

年
金
の
種
類

老
齢
年
金
・
議
書
老
齢
年
金

六
卜
丘
戊
に
な
っ
た
と
き
本

人
に
支
給
。

障
害
年
金
瑞
気
や
け
が
で
不
抜
廃
校
と

な
っ
た
と
き
本
人
に
支
給
。

母
子
年
金
夫
が
死
亡
し
て
丹
√
傑
庭
と

な
っ
た
と
き
座
に
支
拾
し

準
母
子
年
金

父
・
刑
父
又
は
息
√
の
姥
亡

で
、
祖
母
が
係
を
、
姉
が
弟
妹

を
抱
え
る
状
態
に
な
っ
た
と
き

糾
母
又
は
姉
に
支
給
。

遺
児
年
金
父
又
は
吋
の
死
亡
で
孤
児
に

な
っ
た
と
き
√
に
支
給
。

井
♯
年
金
犬
が
老
齢
年
金
を
受
け
な
い

ま
ま
死
亡
し
た
と
き
庚
に
支
給
。

二
十
五
年
は
最
低
必
壷
年
数

「
川
民
年
金
に
は
．
．
卜
丘
年
功
1
人

す
れ
ば
よ
い
」
と
感
適
い
し
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
、
も
し
、
そ
う
思

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
そ
れ
は
人
変

な
間
違
い
で
す
G

こ
の
二
卜
九
年
と
い
う
の
は
、
川

民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め

の
最
低
必
要
年
数
の
こ
と
で
す
、

風
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
加
入

日
本
国
民
は
、
必
ず
何
ら
か
の
年

金
制
塵
に
加
入
す
る
こ
と
が
、
法
律

で
義
務
づ
け
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
二
十
歳
以
上
の
者
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
友
や
大
学
生
な
ど
の

例
外
を
除
い
て
、
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
御
主
人
が
サ
ラ
リ
ー
マ

入
日
、
そ
の
奥
様
は
希
望
す
れ
ば
、
同

民
年
金
に
仙
人
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
川
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
万
一

の
事
故
の
喝
合
、
指
笛
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
」
ハ
十
五
歳
に
な
れ
ば
、
御

仁
人
と
は
別
に
自
分
の
老
齢
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
∬
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
民
慮
同
民
年
金
係
に
お
問
い
入
＝
わ

せ
ド
さ
い
。

ン
で
厚
生
年
金
に
仙
人
し
て
い
る
瑚

董

r
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室
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「

匪
沖
亀
3
7
年
の
あ
ゆ
み
等
異
巣

復
帰
十
周
年
記
念
行
政
記
録

沖
縄
が
木
上
に
視
帰
し
て
卜
周
牢

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
こ
れ

を
記
念
し
て
写
貢
仏
　
「
沖
縄
二
．
ト
L

隼
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

本
月
は
発
行
以
来
H
k
・
皿
を
望
む
声

が
相
次
い
だ
た
め
、
沖
縄
県
広
報
協

会
が
発
行
．
疋
と
な
っ
て
発
h
皿
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

視
維
な
軌
跡
を
た
と
っ
た
戦
後
．
．
．

卜
L
隼
の
沖
純
の
姿
を
日
で
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
通
は
的
に
追
っ
て

く
る
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
と
…
心
い
ま

す」
職
糊
や
壕
庭
で
木
月
を
稚
ん
に
備

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す。体
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小
）

豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
郵
便
貯
金
〃

≡
三
十
月
郵
便
貯
金
月
間
≡
ニ

郵
便
局
の
郵
便
貯
金
は
、
明
治
八

年
の
別
業
以
来
身
近
な
貯
苗
と
し
て

広
く
国
民
の
み
な
さ
ま
方
に
ご
利
川

い
た
だ
き
、
預
け
ら
れ
た
貯
金
の
総

額
は
、
全
川
で
ヒ
十
∴
兆
円
、
沖
縄

県
内
に
お
い
て
も
一
∵
一
丘
〇
億
円

を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
肌
か
り
し

た
大
切
な
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
ご
〃
知
で
し
ょ
う
か
。

郵
便
貯
金
と
し
て
お
酌
か
り
し
た

お
金
は
、
大
蔵
省
の
資
金
運
川
部
に

頂
け
ら
れ
財
政
捜
曲
面
の
主
要
な
原

資
と
し
て
各
方
面
へ
融
資
さ
れ
、
住

宅
・
学
校
・
病
院
・
道
路
・
ド
水
道
・

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
・
巾
小
企
業
・

農
林
漁
の
近
代
化
な
ど
、
み
な
さ
ま

の
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
で
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

沖
縄
県
内
で
は
、
県
・
市
町
村
等

に
対
し
て
、
二
一
八
二
億
円
及
び

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
随
を
通
じ
て

中
小
企
業
、
農
林
漁
業
関
係
者
等
に

対
し
て
、
五
、
四
九
一
億
円
の
触
腎

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
の
嘉
手
納
町
で
も
、
」
〇
億

六
、
∵
．
九
〃
日
の
融
草
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
腎
金
に

よ
っ
て
、
役
場
庁
合
及
び
町
艮
会
由

建
段
・
鷹
久
海
浜
公
園
催
備
・
墓
地

公
聞
整
備
等
の
邪
業
が
行
わ
れ
ま
す
．

郵
便
U
で
は
、
こ
の
よ
う
な
郵
便

貯
金
の
働
き
を
広
く
町
比
の
み
な
さ

ま
方
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
関
係

機
関
の
協
力
を
糾
て
毎
隼
卜
日
を

「
豊
か
な
く
ら
し
と
は
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
郵
便
貯
金
日
間
」
と
し
て

P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
こ
の
期
間
中
の
卜
日
．
．
卜

正
目
か
ら
．
．
．
卜
．
‖
ま
で
を
　
「
郵
便

貯
金
週
間
」
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

ご
利
川
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
み
な

さ
ま
へ
感
劇
の
意
を
衣
わ
す
た
め
県

内
の
全
郵
便
局
で
　
「
花
の
椰
√
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
を
行
い
ま
す
n
　
さ
ら
に
、

沖
縄
郵
政
節
理
車
用
所
で
は
卜
日
．
．

卜
九
日
に
那
聞
直
艮
会
餅
に
お
い
て
、

「
郵
便
貯
金
感
劇
の
夕
べ
・
・
さ
と

う
宗
幸
・
洋
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
閲

催
い
た
し
ま
す
い

今
後
と
も
郵
便
貯
金
に
対
す
る
ご

理
解
と
こ
友
接
を
お
顔
い
し
ま
す
U

か
な
り
の
金
納
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

郵
便
U
で
利
√
の
記
入
や
住
所
変

心
、
印
碑
変
更
の
届
け
州
な
ど
を
す

る
と
、
そ
の
時
か
ら
ト
年
間
在
勤
と

な
り
ま
す
へ

な
お
、
化
所
変
更
が
あ
っ
て
も
そ

の
日
届
け
て
い
な
い
と
、
せ
っ
か
く

郵
便
り
か
ら
通
知
再
が
発
送
さ
れ
て

も
β
き
ま
せ
ん
。
住
所
に
変
心
が
あ

）
た
と
き
は
必
ず
届
け
て
お
き
ま
し

ょ

う

□
も
し
、
古
い
通
帳
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
お
り
め
に
郵
便
局
へ
…
…
。

′

、

J

′

ノ

ノ

ー

ノ

r

　

／

∵
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謳
警
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蓮
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トトー　（

1
′
．
ゝ
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／
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．
ゝ
／
7
、
1

朗
巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設

朋
　
苦
溌
∬
絹
紺
鰻

▲
1
．
▲
雷
▲
事
▲
　
－
　
▲
l
▲
I
▲
雷
▲
　
－
　
■
l
▲
雷
▲
雷
1
●
▼
1
t
▼
1
事
1
雷
l
l
▲
雷

忘
れ
ら
れ
た

郵
便
貯
金
通
帳
は
あ
り
ま
せ
ん
か

良
い
間
お
金
の
山
し
入
れ
が
な
い

占
い
郵
便
貯
金
通
帳
の
残
り
晶
も
少
な

い
か
ら
と
、
た
ん
す
の
小
に
し
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
通
帳
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

郵
便
貯
金
は
、
机
け
入
れ
や
払
い

戻
し
が
な
い
ま
ま
、
卜
年
間
が
過
ぎ

ま
す
と
、
預
け
主
と
し
て
の
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
か
ら
旬
を
付
け
ま
し

ょ
う
。郵

便
局
で
は
、
郵
便
貯
金
の
利
川

が
な
い
ま
ま
ト
隼
が
過
ぎ
ま
す
と
、

郵
便
貯
金
の
利
用
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
　
l
巧
　
（
催
㍗
膏
）
　
を
貯
金
の
頂
け

七
に
送
り
ま
す
。
そ
の
絶
．
．
ヵ
日
が

過
ぎ
て
も
郵
便
貯
金
の
利
用
が
な
い

と
、
貯
金
の
折
け
主
の
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
。

通
知
乃
が
届
い
た
ら
、
す
ぐ
に
郵

便
局
の
窓
日
へ
ご
相
成
く
だ
さ
い
。

卜
午
前
の
残
高
が
少
な
く
て
も
、
知

ら
ぬ
問
に
ヤ
想
外
の
利
√
が
つ
い
て
、

あ
な
た
の
生
活
と
行
政
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
、
そ
れ
が
行
政
刑
誹
業
務
で

す
し
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
行
政
へ

の
苫
楢
や
要
望
を
聞
き
、
解
決
を
囲

っ
て
く
れ
る
の
が
行
政
相
通
春
日
で

す
。
今
年
も
　
「
親
切
、
て
い
ね
い
、

迅
速
な
窓
日
を
め
ざ
し
て
」
の
統
一

テ
ー
マ
の
下
に
、
卜
月
卜
L
日
か
ら

「
行
政
相
成
適
例
」
が
始
ま
り
ま
す
。

役
所
　
（
図
・
県
・
市
町
村
）
　
の
仕

事
に
つ
い
て
、
処
理
や
説
明
に
納
得

で
き
な
い
、
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ

な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
苦

情
・
相
成
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

こ
う
い
う
相
膜
を
扱
い
ま
す

道
路
・
河
川
・
恩
拾
・
年
金
・

ほ
よ
・
公
書
・
交
通
・
税
金
・
農

地
・
生
活
保
感
・
凝
腐
・
郵
便
・

消
作
者
保
應
な
ど
で
、
相
成
は
無

料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

日

　

時

昭
和
五
十
七
年
上
目
二
卜
一
一
日

午
前
卜
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

場
　
所
町
中
央
公
民
館
　
（
小
会
濾
宅
）

平
日
の
相
蝮
は
こ
ち
ら
へ

劇
手
納
町
行
政
相
成
香
り

氏
名
　
草
地
果
氏

住
所
　
字
水
雀
　
」

電
誠
　
六
－
∵
二
三
四



広報かでな

総合康勝東区体協支
ここ竺莞誌笥記聖二コ

（9月26日・町立総合■地場）

昭和57年10月1日

57年大会新記錦

種　　　目 �大会喜己錮 �大会新富己録 �氏　　名 

100m　　　30　代 �ll秒8 �11秒6 �知　花　久　別 

400m　　　一般女 �l分15秒0 �1分は秒0 �知　花　良　子 

l．500m　　30　代 �4分55秒2 �4分50秒4 �玉　城　　進 

10．000m　　フリー �37分58秒2 �36分27秒6 �f尭辺名和一 

砲　丸　投　婦　人 �8m00 �8m04 �知花千恵子 
〃　　　30　代 �10m75 �llm29 �知　花　久則 

円　盤　摸　婦　人 �22m78 �23m90 �上　地　絹代 

ハンマー投　フリー � �柑m72 �西　平　守正 

昭和57年10月1日

▲吉浜町長から書状を受ける地膚暮子さん相月14日ヰ央公民血）

ク口車とハイビスカスはお元気ですか

⊂＝莞完話芸琵謂＝コ

▲昨年の都市線化コンクールで県知事Tを受けた屋良城跡公園（56年5月）
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男
子
・
一
位
－
西
浜
区

一
．
位
・
・
・
東
区

一
二
位
－
西
区

女
千
・
一
位
－
酉
浜
区

．
一
位
－
酉
区

三
位
・
・
・
東
区

昭
和
五
十
七
年
度
全
体
総
合
成
■

．
位
卜
射
区
　
（
八
二
・
正
長
）

∴
位
・
・
西
区
　
（
L
L
・
丘
点
）

三
位
・
・
西
浜
区
　
（
L
L
．
丘
点
）

四
位
・
・
北
は
　
（
し
ハ
〇
・
〇
点
）

丘
位
　
南
区
　
　
（
丘
八
・
五
点
）

し
ハ
位
　
中
区
　
（
九
丘
・
正
真

L
位
　
卜
区
　
（
嬰
．
・
五
卓

体
育
指
導
員
研
究
大
会
で
表
彰

嘉
手
納
町
体
育
協
会
二
比
嘉
朝
盛

会
長
）
　
で
は
、
九
日
二
卜
六
日
、
町

立
擬
人
口
運
動
場
に
お
い
て
各
区
対
比

体
育
大
会
の
最
終
種
目
で
あ
る
、
第

三
十
五
回
陸
上
脱
柁
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
は
、
秋
晴
の
下
で
各
種
目
」
に

わ
た
り
熱
織
が
展
開
さ
れ
、
大
会
忍

錦
が
八
種
目
　
（
男
子
五
・
女
子
．
こ

更
新
さ
れ
た
。
特
に
男
子
一
〃
メ
ー

ト
ル
で
は
西
浜
区
の
餞
辺
名
知
」
選

手
が
十
八
年
ぶ
り
に
安
里
鎖
稟
應
手

（
旧
十
一
区
）
　
の
も
つ
大
会
記
録
を

一
分
二
卜
秒
L
ハ
更
新
し
た
。
重
た
、

．
．
1
．
代
百
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
も
知

佗
久
別
選
手
が
渡
哩
次
企
粟
道
子
の

記
録
　
（
第
．
▲
卜
．
一
．
川
入
会
）
　
の
－
．

秒
八
を
0
、
二
秒
更
新
し
た
L

ま
た
、
開
会
式
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
り
扁
平
納
町
ス
ポ
ー
ツ
非
の

発
展
に
尽
力
し
、
そ
の
功
綿
が
踊
署

で
あ
る
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
に

徳
里
政
噸
氏
、
奥
岡
清
次
氏
、
佗
城

陸
氏
、
僅
秀
競
技
者
に
照
屋
行
雄
氏

の
四
氏
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た

第
三
十
五
回
陸
上
競
技
大
会

「
体
育
指
櫛
委
員
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
尺
、
力
さ
れ
顕
著
な
成
裏

を
あ
げ
た
」
　
と
、
比
戯
健
推
氏
　
（

嘉
手
納
町
体
育
指
導
番
目
）
　
の
功
綿

が
〃
仙
め
ら
れ
、
九
日
四
日
艮
ぷ
川
村

役
場
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
第
二
卜

回
沖
縄
県
体
育
指
禅
香
り
研
究
入
会

で
衣
彰
を
受
け
ま
し
た
し

こ
の
表
彰
は
村
会
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
健
乍
な
押
及
お
よ
び
発
展
に
貢

献
し
た
沖
縄
県
の
体
育
指
導
番
目
及

び
役
目
が
L
隼
以
し
そ
の
職
に
あ
っ

て
、
梢
に
そ
の
功
緋
が
苦
し
い
も
の

に
対
し
昭
ら
れ
る
も
の
で
、
今
勺
は

六
名
の
〃
が
長
彬
さ
れ
ま
し
た

比
嘉
健
姓
氏
は
現
在
、
町
民
の
体

育

、

ス

ポ

ー

ツ

、

レ

ク

レ

エ

ー

シ

コ

ン
の
指
導
美
梢
に
参
画
し
、
特
に
牡

牛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
、
町
走
ろ

う
会
の
指
導
に
献
身
的
に
尺
・
力
さ
れ

て
い
る
　
ま
た
、
小
畑
地
区
体
面
鹿

沼
番
目
協
議
会
理
車
と
し
て
も
中
頭

地
区
の
体
育
指
導
委
口
の
資
質
の
向

1
二
を
図
り
小
畑
地
区
の
社
会
体
育
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
に
あ
っ
て
は
住
民
と
の
係
り
あ

い
を
大
切
に
し
絶
え
ず
住
民
の
体
育

ス
ポ
ー
ツ
に
寄
せ
る
閥
侍
と
関
心
を

掌
握
し
な
が
ら
、
行
政
施
策
に
返
峡

さ
せ
よ
う
と
荷
に
社
会
体
育
向
上
に

兵
制
に
取
り
組
む
姿
勢
は
体
育
指
導

委
口
の
膜
範
的
存
在
で
あ
り
高
く
評

価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

l
表
彰
状
を
受
け
る
比
嘉
磯
雄
氏

八
九
月
向
日
・
l
志
川
村
役
疇
）

よ
く
見
よ
う
・
人
は
車
を
・
車
は
人
を

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

町
交
通
安
全
推
進
協

「
あ
ぶ
な
い
よ
・
な
れ
す
ぎ
た
道

路
の
・
ふ
ざ
け
っ
こ
」
、
「
よ
く
見

よ
う
・
人
は
車
を
・
車
は
人
を
」
－

と
、
嘉
手
納
町
交
通
安
全
推
進
脇
濾

会
　
（
吉
浜
朝
永
会
長
）
　
で
は
、
九
日

十
四
日
、
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

た
秋
の
交
通
安
全
推
進
協
膿
会
に
お

い
て
、
昭
和
五
十
ヒ
牛
暖
の
交
通
安

全
横
顔
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
に
対

純
粋
さ
、
協
調
丑
、
構
成
の
h
ハ
点
に

つ
い
て
賦
し
い
審
査
が
行
わ
れ
、
各

部
門
別
に
会
長
浦
川
∵
点
、
賢
察
署
長

廿
二
点
、
人
選
五
点
、
佳
作
一
．
巨
点

が
遡
岨
さ
れ
、
－
。
‖
浜
会
長
か
ら
常
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
′

＃
語
の
部

会
長
t
 
l
与
謝
正
人
　
衰
小
h
ハ
中

書
鼻
雷
　
入
城
　
捗
　
劇
小
一
．
．
隼

入
　
選
　
浜
里
拓
、
古
劇
と
し
ろ

う
、
‖
糊
あ
ゆ
み
、
草
地
正
、

伊
佐
英
痩

佳
　
作
　
仲
村
ゆ
き
み
、
叉
L
日
経

川
、
新
山
．
咽
‥
　
山
城
玲
√
、

福
地
亮
太
、
に
那
脳
め
ぐ
み
、

餃
波
担
、
仲
村
え
り
√
、
伊
波

琴
路
、
城
間
拍
了
、
山
人
端
泉
、

に
城
秀
剛
、
知
念
美
加
代
、
浜

止
別
．
邸
、
仲
川
ゆ
き
の
、
長

城
神
職
、
我
那
覇
真
山
美

ポ
ス
タ
ー
の
部

会
長
★
　
池
原
踵
√
　
局
中
．
隼

手
長
★
仲
宗
根
み
の
り
戯
小
六
隼

入
　
選
　
川
仲
勇
、
占
劇
尚
巳
、

宮
城
用
√
、
山
内
捏
／
、
揖
袋

綾
佳
　
作
　
津
堅
車
柏
、
高
良
幸
雄
、

浜
里
拓
、
知
念
睦
′
、
池
原
此

√
、
仙
川
r
I
央
、
崎
浜
秀
や
、

薄
皮
名
朝
粥
、
新
山
．
み
か
、
恕

地
成
人
、
古
謝
蚕
広
、
古
劇
胡

入
城
治
樹
、
に
城
相
磯
、
松
揖

用
√
、
金
城
睦
邦
、
与
那
加
音

次
、
上
原
奈
津
√
、
畠
袋
悪
、

●－　LU』射手
U

「
都
市
に
緑
と
公
l
朗
し
、
「
緑
で

つ
つ
む
健
康
な
街
」
　
を
フ
ロ
ー
ガ

ン
に
、
卜
日
は
乍
南
川
二
巾
に
都
市
緑

化
日
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
で

は
緑
豊
か
な
竹
浦
環
境
を
確
保
す
る

ね
公
園
の
整
備
、
街
路
樹
の
設
椚
、

緑
地
の
確
保
を
梢
掩
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
ノ

近
牛
多
く
の
ガ
が
、
緑
地
や
公
l
劇
、

‖
然
景
釦
が
私
通
の
日
常
竹
浦
に
お

よ
は
す
巾
要
件
に
つ
い
て
の
〃
仙
晶
が

高
ま
り
、
宅
地
建
物
を
含
め
た
都
ポ

全
体
の
緑
化
運
動
が
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
■
り

町
で
は
、
町
民
の
緑
化
に
対
す
る

要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
、
痛
手
納
町

を
緑
と
花
で
美
し
い
生
活
用
嶋
を
つ

く
ろ
う
と
、
去
る
八
日
丘
日
、
町
木

に
コ
ク
タ
ン
、
町
花
に
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
を
決
め
、
き
っ
た
か
で
な
ま
つ
り

に
お
い
て
そ
の
苗
木
の
無
料
配
布
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
民
が
町
木
・
町
化
を
愛
し
育
て

て
、
町
の
‖
然
、
公
園
等
を
人
切
に

し
緑
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
、
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缶勤唱⑭揖・Q鹿町Q赤い羽根
募金目標324万500円
＝古宇態1㌔彦左智誓書：二二コ

昭和57年10月l H

老後の生きがいを求め
◎町老人クラブ展示即売会◎

▲約千点の作品が会増いっlれ1に展示された
（9月8日・中央公民n）

東区婦人チームが優勝
◎家庭婦人ソフトボール大会◎

広報かでな

町遺族会チーム初優勝
◎遺族連合会ゲートボール大会◎

▲初優勝にすく町遺族会鼻■人鬱の嘗さん
（9月8日・いこいの広】■）

▲北区チーム対西浜区の準決勝（9月18日・暮小グランドl

－7－

「
や
さ
し
さ
を
R
人
に
、
あ
な
た
の
胸
に
赤
い
羽
根
を
〃
」

－
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
社
会
福
祉
協
離
合
で
は
、
昭
和
五

十
七
年
度
共
同
募
金
日
揮
積
を
三
二
四
万
五
百
円
芦
別
募

金
＝
一
七
〇
万
三
千
五
百
円
、
大
口
募
金
＝
五
八
万
七
千
円
、

■
犠
募
金
＝
五
十
万
円
、
学
校
募
金
－
－
五
万
円
）
と
定
め
、

町
社
会
禰
祉
協
場
合
、
自
治
会
、
民
生
委
員
、
♯
入
会
等
を

中
心
に
、
し
あ
わ
せ
の
輪
を
広
げ
る
赤
い
羽
根
共
同
書
金
運

勤
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
■
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
　
　
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合

根
の
「
共
同
等
金
運
勤
」
が
始
ま
り
　
い
桶
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

ま
す
。

手
で
、
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生

赤
い
羽
霊
共
同
募
金

活
の
向
上
を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活

動
に
必
要
な
資
金
を
拠
め
る
も
の
で

す。
こ
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤

い
羽
根
は
、
㈹
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
助
け
人
目
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
を
表
し
た
も
の
で
す
が

古
く
は
、
あ
の
ロ
ビ
ン
フ
ノ
ト
も
〝

正
義
と
勇
気
”
の
し
る
し
と
し
て
帽

子
に
つ
け
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

共
同
等
金
運
勤
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
二
十
二
年
に
産
声
を
し
げ
て

以
来
、
今
隼
で
．
∴
十
六
回
目
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
尊
意

の
お
金
は
約
千
ヒ
百
四
卜
二
億
日
に

も
上
り
、
老
人
福
祉
、
心
身
陣
適
者

福
祉
、
児
童
福
祉
、
地
域
福
祉
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
社
会
福
祉
宜
正
美
や
ゼ

生
保
應
葡
史
を
進
め
る
た
め
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨

隼
は
全
日
で
百
八
卜
圧
曜
日
に
卜
る

寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
．

今
年
度
は
、
比
ハ
川
躯
金
運
勅
発
足

・
．
卜
丘
周
串
に
り
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
古
人
と
昭
里
日
石

の
生
き
が
い
対
策
の
た
め
の
空
目
扶

通
特
別
配
分
が
行
わ
れ
ま
す

や
さ
し
さ
を
隣
人
に
　
－
　
今
隼
も

あ
な
た
の
陶
に
赤
い
羽
根
を
′

沖
縄
県
の
、
昨
年
の
共
同
募
金

は
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

配
分
総
痴
　
〓
0
0
％
）

∵
ハ
九
、
四
六
二
、
＝
一
丘
二
．
H

●
　
身
体
障
巧
者
・
老
人
ホ
ー
ム
な

と
の
民
間
福
祉
施
般
克
美
の
た
め

に。…
…
川
四
、
八
四
四
、
一
七
六
円

（
一
－
十
六
、
五
％
）

●
　
す
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
の
福
祉
活
動
汁
と
し
て

…
…
九
七
、
〇
一
八
、
一
七
ヒ
円

（
五
十
七
、
二
％
）

●
　
そ
の
他
全
般
的
福
祉
事
業
推
進

費
と
し
て

…
…
∴
し
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

（
十
六
、
三
％
）

嘉
手
納
町
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

度
は
ハ
同
募
金
は
二
、
九
〇
三
、
六
∴

二
円
の
す
ぼ
ら
し
い
冥
綿
を
納
め
、

左
川
の
よ
う
に
快
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
遺
族
連
へ
日
へ
、
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
入
会
が
、
九

月
L
H
・
八
日
の
両
日
、
奥
武
山
階
1
二
競
技
場
サ
ブ
ブ
ラ

ン
ド
で
二
∵
ト
㌧
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
′
行
わ
れ
、
房
下
納
町

道
既
述
へ
．
1
会
チ
ー
ム
が
決
膵
戦
で
れ
應
チ
ー
ム
を
－
丘
対

九
と
下
し
、
初
饅
勝
を
か
ぎ
り
ま
し
た

こ
の
人
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
指
を
通
じ
外
車
町
村

追
放
会
臼
と
の
交
歓
を
行
い
会
い
粛
正
の
親
睦
を
深
め
健

嬢
増
進
と
組
成
感
化
の
た
め
に
開
い
て
い
る
入
会
で
す

町
遺
族
会
チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
老
人
ク
ラ
ブ
で
節
え
上

げ
た
腕
ま
え
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
∴
叩
戦
の
伊
江
付
を

－
一
対
し
、
二
回
戦
与
耶
偵
町
を
卜
丘
対
九
、
．
．
回
戦
前

谷
村
を
1
．
対
九
、
準
決
惜
賊
の
旧
コ
ザ
市
を
卜
九
対
円
と

ド
し
、
決
瞞
戦
で
は
あ
詣
市
チ
ー
ム
を
圧
倒
し
粗
慢
晒
し

た

「
趣
味
の
作
品
展
・
お
年
寄
り
の
幸
せ
を
砧
め
よ
う
」

－
と
、
第
九
回
痛
手
納
町
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
即
売
会

が
、
九
日
八
日
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
、
多
く

の
参
観
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
展
ホ
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
払
い
、
人
生
経

験
を
生
か
し
日
ご
ろ
丹
梢
こ
め
て
作
っ
た
も
の
を
展
一
小
す

る
こ
と
に
よ
り
、
を
後
の
暖
か
な
生
活
の
別
造
と
地
域
住

民
の
老
人
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
特
に
持
な
つ
か
し
い
バ
ー
キ
や
手
ま
り
な

ど
の
民
芸
品
や
モ
つ
く
り
の
人
形
、
盆
栽
、
生
花
、
＃
道
、

農
腫
物
や
加
工
品
な
ど
が
鱒
小
さ
れ
、
∴
O
L
人
の
作
品

一
千
点
余
が
会
場
狭
し
と
展
示
さ
れ
参
観
者
の
日
を
華
し

ま
せ
た
。

町
救
再
春
日
会
主
催
に
よ
る
、
第
卜
一
回
各
区
対
抗
女

鹿
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
が
、
九
日
卜
八
日
午
後
L
帖

か
ら
、
準
決
塀
、
決
勝
戦
の
二
．
武
人
＝
が
行
わ
れ
、
北
区
チ

ー
ム
対
東
区
チ
ー
ム
の
間
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
．
卜
対

二
の
人
差
で
東
区
如
人
チ
ー
ム
が
律
晒
し
た
∪

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
豪
事
や
子
供
の
世
鹿
に
お
わ
れ
、

運
動
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
官
艇
婦
人
を
対
象
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
を
通
じ
て
各
区
如

入
会
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
連
滞
恩
威
の
高
揚
を
図
る
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
√
供
づ
れ
の
お
父
さ
ん
方
が
多
く
兄

う
け
ち
れ
、
珍
プ
レ
ー
や
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
さ
か
ん
な

声
援
が
お
く
ら
れ
、
豪
族
総
出
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
入
会
を

楽
し
ん
で
い
た
。
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10月 
15日㈱ �3　才6　カ月児t鯵 �13：30－15 ��∞ �中央公民血 

相月仰 �安　　産　　学　　績 �13：3〇・一16 ��30 � 

卸日帥 �D．P．T予防擁糧 �13：00■－11 ��30 � 

22日拙 �1才16　カ月児t鯵 �13：00・－14 ��00 � 

258的） �安　　産　　学　　級 �13：30～16 ��30 � 

271】帥 �薫　区　▲　団　檎　鯵 �9：30・－16 ��00 �★区自治会 

11月 
28的 �西　浜　区　▲　団檎鯵 �9：30～16：00 ���西浜区自治会 

4日的 �母子保徽推正月舎 � ���中央公民館 

6日也 �インフルエンザ（＝回目） �13：00・－16 ��00 � 

10日㈱ �D．P．T予防捜穫 �13：仰～13 ��30 � 

128㈱ �乳児用験及び暮乳暮東野 � ��� 

13日仕） �インフルエンザ（1回日） �13：00－14 ��：00 � 

け日㈱ �★区モレ暮団t鯵 �9：3〇・一16 ��00 �薫区自冶金 

20日出 �乳　児　一　般　書　鯵 �13 �00・－15；00 ��中央公民館 

24月㈱ �ポリ　オ　予　防捷穫 �13 �00～13：30 �� 

25別ボ �西浜区モレ▲団t鯵 �9：30－16 ��00 �西浜区自治会 

2引日錮 �1才　6　カ月児t捗 �13 �00・－1 �：00 �中央公民館 
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9月18の人口

青
段
を
目
指
し
て

出
■
　
九
段
　
武
宮
　
正
樹
　
へ
臨
書
解
答
）
‖
1
の
ト
ヒ
が

自
先
■
死
　
二
一
千
ま
て
　
　
リ
ー
の
■
に
べ
る
へ
小
一
叶
で
‖
卜

●

ヒ

ン

ト

・

・

h

H

十

ク

丁

右

一

日

で

T

ン

ノ

ブ

ン

」
一
．
1
■
．
■

出
■
　
∧
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
龍
力
量
緩
ハ
ト

！

′

ヰ

▼

さ

し

ま

す

5
分
で
初
段
、
川
分
で
2
鰻

－
　
い
ノ
　
　
　
　
〓
八

三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

⑳
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

缶
　
h
ハ
日
．
日
、
学
帽
良
．
．
．
〔
轟

地
の
伊
波
ス
エ
さ
ん
よ
り
、
般
伊

波
直
澗
氏
の
香
典
返
し
と
し
て
、

町
杜
会
福
祉
随
感
ヘ
ム
へ
．
■
卜
〃
日

の
ご
寄
附
が
ご
さ
い
ま
し
た

六
日
．
日
、
乎
嘉
手
納
h
h
．

番
地
ノ
．
の
ヤ
良
専
惜
氏
よ
り
、

お
父
さ
ん
平
良
専
豊
氏
の
生
年
祝

い
を
ぶ
念
し
、
町
杜
へ
ぷ
福
祉
協
慮

会
へ
卜
万
日
の
こ
寄
附
が
ご
ざ
い

ま
し
た

田
　
し
‖
－
四
日
、
字
嘉
手
納
丘
四

八
番
地
ノ
四
の
浜
元
朝
多
氏
よ
り
、

故
浜
元
初
江
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
慮
会
へ
ト

ガ
円
の
ご
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

缶
　
L
‖
卜
九
日
、
字
屋
良
し
六
番

地
ノ
　
の
常
山
次
雌
氏
よ
り
、
故

恐
山
鉄
蔵
氏
の
香
典
返
し
と
し
て
、

町
社
会
鮎
祉
協
議
会
へ
丘
が
円
の

ご
寄
附
が
ご
さ
い
ま
し
た

臨
　
七
日
▲
．
卜
二
日
、
徳
里
幸
枝
さ

ん
　
議
事
融
小
凹
牛
）
　
と
幸
地
政

f
さ
ん
　
へ
藁
手
納
小
巳
年
）
よ
り
、

拾
得
金
一
万
一
二
千
円
が
町
社
会
恕

祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
が
ご
ざ
い
ま

した。

田
　
ヒ
月
二
卜
九
日
、
字
嘉
手
納
三

L
番
地
ノ
■
の
伊
波
栗
氏
よ
り
、

故
伊
波
糎
√
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
絨
祉
協
濾
会
へ
卜

〃
日
の
こ
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

巴
　
九
日
卜
■
．
日
、
艮
志
川
直
幸
衷

里
．
．
川
番
地
の
山
猿
璃
∴
代
よ

り
拾
得
金
。
．
千
日
が
町
托
ヘ
ム
福
祉

協
議
会
へ
こ
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し

た
む
　
九
日
卜
■
．
日
、
普
久
隙
粥
治
君

（
最
良
小
川
隼
）
　
よ
り
、
拾
即
金

一
万
丘
付
目
が
町
社
会
如
祉
協
議

会
へ
ご
寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
「

田
　
九
日
．
．
卜
E
H
、
嘉
手
納
∵
ぷ

谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
か

で
な
ま
つ
り
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
で
の
成
し
金
卜
万
日
が
、

町
社
会
恕
祉
協
議
会
へ
し
寄
附
が

ご
ざ
い
ま
し
た

由
　
九
＝
二
巨
L
U
、
字
痛
手
納
．
▲

八
六
番
地
の
古
聖
瞞
克
氏
ご
兄
弟

よ
り
、
お
吋
さ
ん
占
堅
カ
マ
ル
さ

ん
の
米
＃
祝
い
の
簡
素
化
を
囲
り
、

町
育
英
会
、
町
社
ヘ
ム
福
祉
協
濾
会
、

町
身
体
陀
骨
‖
者
福
祉
協
凛
会
へ
各

々
卜
万
円
の
計
二
卜
万
円
の
ご
寄

附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。


